
前�の�料の��時だけではなく、⽣�した�材の��時にも温��

果ガスは発⽣します。��の材料に頼り切ってしまうのではなく、で

きる�り国内で⽣�されたものや、��負荷の�い⼿�で�ばれたも

のを�択することが�められています。

���⼿�の温��果ガス��量は�体の13%
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�薬・��肥料・��の��物に�まれる��肥料をまいた�地か

らは�����ガス発⽣します。このガスは地�温暖�の��の⼀

つといわれる⼆����の�310�の温��果があり、��負荷の�
さが問題となっています。

�薬使⽤が�える�地への��

��業では�料の⽣�や��、���理、さらには⽜がする「ゲッ

プ」からも温��果ガスを��しています。⽇�国内で�てられた黒

⽑和⽜の場�、⾻付き⾁１キロあたりのCO2��量は23.1kgと�われ
ており、そのうち半��りがゲップなどによるメタンガスです。

�界の温��果ガス��量の�18％を占める��業

WHY ARE "PLANT-BASED COOKIES" ECO-FRIENDLY?
ovgo Bakerのクッキーは�て�物性かつできる�りオーガニック、国�の�材で��を⾏っています。

�物性の�品といえば��⾯などを想�される�も�くいらっしゃるかと思いますが、

�は"脱��"の�点でも�をプラントベースに�き�えることは�界的にも重��されています。

クオンクロップ�と��し、�材料��から�売・��までの温��果

ガス��量を�測。その�果、ovgo Bakerのチョコレートチップクッキ
ー（impossible chocolatechip）は卵やバターなど��品を使⽤して
��する⼀�的なチョコレートチップクッキー※2と��して、温��果
ガス��量をおよそ84％削減できていることが��しました。

⼀�的な
チョコレートチップ
クッキー※2と
��して

84%�

もの温��果ガス
��量の削減に成功

 OVGO BAKERのつくるプラントベースクッキーにおける
ライフサイクルアセスメント��※1を��

※1 )ある�品の、�材料��から、⽣�・�⼯、��、�売・消�、��・リサイクルまで、 ��プロセス�に��し、�
�への��を�価する⼿�。※2 )レシピ��サイト内「チョコレートチップクッキー」の�索�果を�照。
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VEGAN：0.030KG CO2 EQ
NON-VEGAN：0.291KG CO2 EQ

��
VEGAN：0.021KG CO2 EQ
NON-VEGAN：0.104KG CO2 EQ

�理
VEGAN：0.008KG CO2 EQ
NON-VEGAN：0.006KG CO2 EQ

��
VEGAN：0.004KG CO2 EQ
NON-VEGAN：0.004KG CO2 EQ

COOKIES FOR ALL!!
100%PLANT-BASEDでみんなが�べ
られるクッキーは、��にもやさしい�

���料

�� ) IPCC（2021）、WATER RESOURCES AND INDUSTRY VOLUMES 1–2、LIVESTOCK'S LONG SHADOW


